自分が 死んだら と 考えました。 そこで、 温かい 

おおおとこ せ 

巨 男 の 背で ねむ つ ている 白鳥に 話しかけました。 

「私が 死んだら、 お前 は 悲しくな いか？」 

すると 白鳥 は 眼 を さまして、 「そんな こと をして は 

いけない」 というよ うに 羽ばたき しました。 

「私が 死んで はいけ ない のかい？ それなら、 私が 死 

ん だら お前 は 涙 を 流す にちがいない。 よし！ 私 は 

お前の ために 天国へ いこう ご 

おおおとこ せなか 

巨 男 は 立ち あが つ て、 背中から 白鳥 をお ろしました 

おおおとこ 

白鳥 は、 とめよう として、 巨 男 の 着物の はし を 引き ま 

ぢぢ おとこ まお 

した。 巨 男 は、 白. at と 最後の 頰ずリ をして、 



「では、 かわいい 白鳥よ、 さようなら、 お前 はもとの 

ひめさま とう 

美しい お 姫様に 帰る の だよ …… 」 といって、 高い 塔の 

上から 身 を 投げました。 地に 落ちる と ただちに 死んで 

しまいました。 

なみだ たき 

白鳥 は、 どんなに なげいた ことでしょう。 涙 は 滝 

まほう 

のように 出ました。 そして、 そのと き 魔法 はとけ て、 

うるわし いもとの 王女に なりました。 王女 はなき じ や 

くりながら、 高い 塔の 階段 を ころがる ように 走リ おり 

て、 お 父 さまの 王様の 部屋に とびこみました。 

そして、 いままで のこと を 王様に 話したん です。 王 

おもて おおおとこ しや ざ、. 

様 は それ を 聞いて、 面 を ふせて 巨 男に 謝罪し、 また 



感謝し ました。 

みやこ 

まもなく、 王様から 都の 人び とへ それが 伝えられ 

おおおとこ 

たと き、 都の 人び ともないて 巨 男に あやまりました。 

おおおとこ ずつ +_:〈，じ ゆ 

巨 男 のむ くろ は 月桂樹の 葉で おおわれて 都の 東に 

さきゅう ほうむ 

ある 沙丘に 葬られました。 

きさき ちラ 

王女 は、 よく 王様 やお 母さんの 后に 申しました よ。 

おおおとこ せなか 

「私 は、 いつまでも 白鳥で いて、 巨 男の 背中に とまつ 

ていたかった わご 

空が くもって いて、 金星が たった 一 つう るんで みえ 

る 夜 ふけな ど、 南国の 人び とはいまで も、 



おおおとこ ひ 

「あれ は、 巨 男の 灯 だ ごと 空 を あおいで 申します- 
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